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学会発表数

社会活動

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

前田隆浩・教授
日本プライマリ・ケア連合学会長崎県支部
会　副会長

日本プライマリ・ケア連合学会長崎県支部会

野中 文陽,平山 奈々,上条 将史,川上 知美,松野尾 節子,山崎 浩則,村瀬 邦彦,前田 隆浩: 皮下硬結を有する1型糖尿病

患者に、インスリン注射部位指導を行った後の臨床経過. 糖尿病 63(4): 245, 2020.

0 0 0 0 1 11

A-a A-b B-a B-b
シンポジウム 学会 シンポジウム 学会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

前田隆浩・教授
全国医学部長病院長会議　地域医療検討委
員会

一般社団法人全国医学部長病院会議

前田隆浩・教授 五島市保健所地域・職域連携推進協議会 五島市

前田隆浩・教授 日本生理人類学会評議員 日本生理人類学会

前田隆浩・教授
長崎県医師会医療政策・診療報酬等対策協
議会

長崎県医師会

前田隆浩・教授 五島市予防接種健康被害調査委員会 五島市

前田隆浩・教授
全国地域医療教育協議会代表世話人・理事
長

全国地域医療教育協議会

前田隆浩・教授 日本プライマリ・ケア連合学会理事 日本プライマリ・ケア連合学会

前田隆浩・教授 五島市保健対策推進協議会 五島市

前田隆浩・教授 長崎県油症対策委員会 長崎県

前田隆浩・教授 五島中央病院倫理委員会 五島中央病

前田隆浩・教授
自治医科大学地域医療フォーラム実行委員
会 副委員長

自治医科大学

前田隆浩・教授
長崎県・総合診療専門医養成推進委員会 委
員長

長崎県・総合診療専門医養成推進委員会

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「慢性炎症
をきたす持続感染症とサルコペニアとの関連
の解明」

中道聖子・准教授 長崎県総合診療専門医養成推進委員会 長崎県

前田隆浩・教授 日本病院総合診療医学会 理事 日本病院総合診療医学会

前田隆浩・教授
全国医学部長病院長会議地域医療調査実施
委員会

全国医学部長病院長会議

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

前田隆浩・教授 科学技術振興機構 代表
「ＳＤＧｓの達成に向けた共創的研究開発プ
ログラム」「「住み続けたい」を支える離
島・へき地医療サポートモデルの構築」
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特　許

その他
　非常勤講師

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「日本人に
おける性ホルモン・骨代謝回転・骨量間関連
の生理的・遺伝的研究」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「母子手帳
を活用したカネミ油症の次世代への影響に対
する継続的検討」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「生活水準
低下に及ぼす血管リモデリングネットワーク
の多面的解明」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「口腔健康
状態は4大死因につながる生活習慣病へ影響す
るか？：五島コホート研究」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「地域枠出
身医師の進路に関するコホート研究とエビデ
ンスに基づく政策の提案」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「スマート
グラスを利用したバーチャル専門外来の確立
と有用性の検討」

泉田真生・助教 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「慢性炎症
をきたす持続感染症とサルコペニアとの関連
の解明」

前田隆浩・教授 日本学術振興会 分担
科学研究費助成事業 挑戦的研究(萌芽)「大規
模コホート研究による口腔機能低下症の新規
検査法開発研究」

前田隆浩・教授 国土交通省 分担
令和2年度スマートアイランド推進実証調査業
務

前田隆浩・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(B)「HTLV-1に
よる慢性炎症修飾の関連解明を目指したコ
ホート研究」

泉田真生・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「インターフェ
ロン誘導性抗ウイルス因子の胎盤形成に及ぼ
す影響」

中道聖子・准教授 日本学術振興会 分担
平成31年度日本学術振興会科学研究費補助金
基盤（Ｃ）「慢性炎症をきたす持続感染症と
サルコペニアとの関連の解明」

山梨啓友・講師 日本学術振興会 代表
学術研究助成基金助成金基盤研究(C)「慢性炎
症をきたす持続感染症とサルコペニアとの関
連の解明」

泉田真生・助教 大山健康財団学術研究助成金 代表
「フィリピンのジフテリア感染症における毒
素産生遺伝子の発現と臨床所見の関連性の解
明」

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

前田隆浩・教授 新規ヒト形質細胞様樹状細胞株 2005年8月1日 2012年6月1日 特願2005-234389

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

前田隆浩・教授 人体の構造と機能及び疾病(長崎純心大学)  長崎純心大学
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泉田真生・助教 人体の構造と機能及び疾病(長崎純心大学)  長崎純心大学

5


	★医歯薬業績集掲載様式

